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通信制大学におけるオンライン学習履歴データ 
の特徴と解析基盤の構築 

 

古川雅子†1 畑 耕治郎†2 山地一禎†1  
 

概要：本研究は，主に社会人学生を対象とした学習行動パタンの解析および効果的な学習支援を目的として，通信制
大学において蓄積されたオンライン学習履歴データから学習者の学習行動特徴を明らかにするため解析及び可視化
のためのラーニングアナリティクス基盤システムを構築し分析試行を行った．ラーニングアナリティクス基盤システ

ムは，オンライン学習履歴データを取得し，匿名化処理及び標準化技法に基づくステートメント化処理を行うサーバ
と，処理済みのオンライン学習履歴データを蓄積するサーバ，オンライン学習履歴データを参照し解析する
JupyterHub，オンライン学習履歴データの解析結果を可視化するダッシュボードから構成されるものである． 
キーワード：Learning Analytics，学習ログ，xAPI，ダッシュボード 

 

Development of the learning analytics platform  
and its dashboard 
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Abstract: In this research, we developed a basic learning analytics system to support learners at telecommunication universities. 
We also conducted an analysis to clarify the characteristics of students' learning behavior in correspondence universities. 
The learning analytics infrastructure system consists of a server which acquires online learning history data and performs 
anonymization processing and statement processing based on standardization techniques, a server which accumulates processed 
online learning history data, a JupyterHub which refers to and analyzes the online learning history data, and a dashboard which 
visualizes the analysis result of the online learning history data. 
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1. はじめに   

 近年，ビックデータ解析の有用性について関心が高まっ

ているが，教育においてもオンライン学習履歴データを教

育改善に利用する動きがある．大学などの高等教育機関に

おいては学習管理システム（LMS：Learning Management 
System）の普及が進み，学習者が電子教材の閲覧や小テス

ト及びレポート提出，掲示板などを利用することによって 
データベースに蓄積されていくオンライン学習履歴データ

を解析することで学習者の学習行動を解明し，学習者や教

育内容に最適かつ効果的な改善や支援を行うことを目的と

したラーニングアナリティクス分野が国内外で注目される

ようになった．これらのオンライン学習履歴データは LMS
の導入と同時にどの大学にも蓄積されているが，それが活

かされてきたとは言い難い現状がある．これはオンライン

学習を主とした通信制大学においても同様である．通信制

大学では，学生と教職員が対面で接する機会が少なく，学

生がどこでどのように困っているのかについてもサポート

が比較的難しい．また，通信制大学の在学生は，社会人で

ある場合が多く，リカレント教育におけるオンライン学習
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履歴データの分析とそれを活用した学生支援システムを実

現することによって，学生の行動を把握しやすくなる． 
また，蓄積されたデータを分析することにより，これまで

に修了した学生と，退学した学生との学習行動の特徴が比

較できるため，効率よく学びたい傾向の強い社会人学生に

とって，学習の戦略を立てる具体的な支援を行える可能性

がある． 
LMS のようなオンラインコースでは日々膨大な量の学

習履歴データ（学習ログ）を取得できる．それらを解析す

るラーニングアナリティクス(LA)によって，コースの評価，

改善や，学習者に対する適応的なサポートの取り組みは，

国内外で行われてきている[1]． 
学習ログの蓄積や分析を行うシステムの開発や，学習ロ

グの共有化の流れも進んでおり，英国では，Jisc と呼ばれ

る機関が国レベルでの LA の普及・啓蒙を推進している．

Jisc では，大学間での LA に関する情報交換コミュニティ

支援に加え，LA を機関レベルで実施する際のツールキッ

トの提供[2]，ダッシュボードを含めた LA のためのシステ

ム開発[3]，大学への Learning Record Store（LRS）サービス

の提供を行っている．同時に，機関内の現状確認やプライ

バシー問題に関するツールキットなどについても研究成果

の蓄積が進んでいる[4,5]．  
 また，国際的な LA のプロジェクトとしてオランダやイ
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ギリスの Open University などヨーロッパの 9 機関が中心と

なって進めている LACE (Learning Analytics Community 
Exchange) [6]がある．LACE プロジェクトは LA 研究を推進

していくための様々な知見を共有し，様々な教育方法，技

術を利用したことによる学習効果の根拠を示すとともに，

今後の LA 研究の方向性を示すということを目標としてい

る[7]．Rebecca Ferguson ら[8]は，LA 研究におけるエビデ

ンスについて，論文となりやすい結果のみが報告されやす

いという偏りや，再現性の乏しさなどを指摘している．こ

れ ら を 踏 ま え LACE(Learning Analytics Community 
Exchange)プロジェクトでは共有可能なエビデンスを蓄積

する Evidence Hub を構築している．  
 Ken Koedinger ら[9]は，学習解析のためのインフラスト

ラクチャーLearnSphere の開発を行なっている．LearnSphere
は，データの格納場所の指定から，統計モデルの選択，視

覚化まで，機密性を担保しながら，単純な drag-and-drop で

操作することができる． 
 このように国際的に共同で LA の取り組みが行われてい

る一方で，学生の教育情報の共有，利用に関しては慎重に

扱う姿勢も必要である．Yi-Shan Tsai ら[10]は，形成的評価

やパーソナル学習の実現に不可欠な，学習ログデータ活用

の機関ポリシーの作成支援を目的とする SHEILA プロジェ

クトを推進している． SHEILA は各機関の LA ポリシーを

集めたポータルの運用も行なっている[11]． 
国立情報学研究所では，これまで，学認連携 Moodle に

おける情報セキュリティラーニング講座[12]や JMOOC に

おけるプログラミング入門講座[13]及び研究データ管理入

門講座[14]の提供等，大学共同利用機関として教育及び研

究に資する教材の開発と受講環境の提供を行ってきた．さ

らに，このような共同利用基盤の 1 つとして，ラーニング

アナリティクス基盤システムの開発[15]を行っており，さ

らに Docker 環境での構築手順及びソースコードを公開し

ている[16]ため，大学内部のネットワーク環境においても

ラーニングアナリティクス基盤システムの構築が可能であ

る．これにより，たとえば，学内においてこれまでは教材

制作チーム，学習支援チーム，教務チーム，担当教員がそ

れぞれに学習ログデータを持ち，それぞれが手間をかけて

分析を行っている状況について，前処理の効率化と分析結

果の共有が可能になり，分析にかかる作業時間も大幅に軽

減されることが期待される． 
本稿では，主に社会人学生を対象とした学習行動パタン

の解析および効果的な学習支援を目的として，通信制大学

において構築されたラーニングアナリティクス基盤システ

ムの概要を述べる．また，蓄積されたオンライン学習履歴

データから学習者の学習行動特徴を明らかにするための分

析の試行を行う． 
 

2. ラーニングアナリティクスプラットフォー

ムの概要 

 国立情報学研究所が提供するラーニングアナリティクス

基盤システムは，LMS 等のオンラインコースの学習履歴デ

ータを取得し，匿名化処理及び標準化技法に基づくステー

トメント化処理を行うサーバと，処理済みのオンライン学

習履歴データを蓄積するサーバ，オンライン学習履歴デー

タを参照し解析する Jupyter Hub，オンライン学習履歴デー

タの解析結果を可視化するダッシュボードから構成される

ものである．ダッシュボードは現在 Apache Superset が利用

可能である．ラーニングアナリティクス基盤システムの構

成を図 1 に示す． 
LMS では，学生がクリック動作等を行う度に，アクセス

中のコースの動画再生や小テストといったモジュール情報

とユーザ情報，時間情報等を含んだ新しい学習ログも LMS
のデータベースに蓄積される．この LMS のデータベース

から学習ログデータの抽出，および，匿名化処理を行う． 
 学習ログの標準化モジュール（図 1①）では，LMS によ

って形式が異なる学習ログを Experience API（xAPI）[17]
や IMS Caliper Analytics[18]の形式へ変換を行う．xAPI は，

学習ログ分析に関連する標準の 1 つであり，ログデータを

JSON 形式で記述する．複数のサーバからの学習ログは 1
つのログストアサーバに集められる．サーバのベースは，

オ ー プ ン ソ ー ス の ロ グ ス ト ア サ ー バ で あ る

LearningLocker[19]を利用している．データベースシステム

としては，mongoDB[20]を利用している． 

 
図 1 システムの概要 

Figure 1 System overview. 
 

3. ダッシュボードインタフェース 

 ログ内容の閲覧，分析等は，ダッシュボードインタフェ

ース（図 1②）を通じて行う．現在，このダッシュボード

利用対象者は主に教員や支援者を想定しており，教員が講

義を改善したり学生への支援を行ったりするためのガイド

として利用することができる． 
 図 2 は，月ごとのアクセス数を示している．学生（複数

も可）を選択し，学期開始からの月ごとのアクセス数を見

ることができる．1 が学期開始の 4 月を表し，この図では，
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2012 年 4 月から 2013 年 3 月までのアクセス数をグラフ化

している．アクセス数は，2 ヶ月目と 8 ヶ月目に多く，こ

れは授業の開始時に，教材にアクセスしているためと考え

られる．6 ヶ月目と 12 ヶ月目にアクセス数が少ないが，こ

れは授業が終了しているためと考えられる．5 ヶ月目に特

にアクセス数が多くなっているが，これは試験前にアクセ

ス数が増えているためと考えられる．ただし，この学生に

ついては，2 学期目は，このタイミングでのアクセスが少

ない．このようなアクセス数は，他の学生との比較や，ド

ロップアウトの兆候を知るために利用できる． 

 

図 2 月ごとのアクセス数（人ごと） 
Figure 2 Access per month (per learner). 

 
 図 3 は，科目（複数も可）を選択した場合の月ごとのア

クセス数を示している．この科目では 10 ヶ月目に大きくア

クセス数が上昇し，その後のアクセス数は，ほぼ 0 になっ

ている．通年科目であり，試験の直前にアクセス数が伸び

ていると考えられる．この図を他の科目と比較することで，

アクセス数の多い少ない等の科目の特徴を見ることができ

る． 

 

図 3 月ごとのアクセス数（科目ごと） 

Figure 3  Access per month (per subject). 

 
 図 4 は，学生（複数も可），および，科目（複数も可）を

選択し，1 時間毎のアクセス数を見たものである．2012 年

のすべての学生，すべての科目を対象にしている．この図

を見ると，3 時，4 時のアクセス数は少ない．12 時に多少

減るが，その前後の昼の時間はアクセス数が多い．21 時，

22 時に最もアクセス数が増え，夜の時間に学んでいる人が

多いことが分かる． 

 

図 4 1 時間ごとのアクセス数 
Figure 4  Access per hour. 

4. ラーニングアナリティクスインタフェース 

 学習ログの詳細な分析は， JupyterHub を用いる．

JupyterHub では，Web ブラウザ上で統計分析のためのオー

プンソースソフトウェアである R や Python プログラムを

実行することができる（図 1③）．このような分析プログラ

ムは，ダッシュボード上でも共有することができ，コース

の分析，教育改善の基礎としてダッシュボードを利用する

ことが期待される．ラーニングアナリティクスインタフェ

ースでは，過去の卒業，非卒業等の情報も利用して分析を

行えるという利点がある． 
 図 5 は，月ごとにアクセスした科目数を示している．3
年次編入学を対象として，卒業を白，非卒業をグレーとし

ている．大学の卒業には 124 単位必要で，3 年次編入学の

場合，あと 62 単位で卒業できる．基本的に 1 科目 2 単位で

あるため，これは 32 科目に相当する．図 5 を見ると，卒業

する学生は，月平均で 3 から 5 科目程度アクセスしている

ことが分かる．一方，非卒業の学生は，月平均で 1 科目未

満が多い．このように，卒業，非卒業の学習行動の違いを

見ることができる． 
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図 5 月ごとの科目数 
Figure5 Number of subjects. 

 オンラインコースについては，現状では，教材制作チー

ム，学習支援チーム，教務チーム，担当教員がそれぞれに

データを持ち，それぞれに独自の分析を行っているが，こ

のシステムによって分析結果の共有が可能になり，また分

析にかかる作業時間も大幅に軽減されることが期待できる． 
 

5. まとめ 

 本稿では，主に通信制大学の学生を対象とした学習行動

パタンの解析および効果的な学習支援を目的として，大学

内部のネットワーク環境において構築された学習ログの蓄

積と可視化を実現する包括的なラーニングアナリティクス

基盤システムの概要について報告を行った．また，蓄積さ

れたオンライン学習履歴データから学習者の学習行動特徴

を明らかにするための分析試行を行った．ラーニングアナ

リティクス基盤システムを利用することにより，学内にお

いて従来行われていた複数の部署や担当者ごとの学習ログ

管理や分析のための前処理業務を効率化するとともに，分

析結果の共有によって支援の連携が可能になり，分析にか

かる作業時間も大幅に軽減されることが期待される．今後

は，開発したラーニングアナリティクスシステム基盤を用

いた学習ログの蓄積を更に進めるとともに，蓄積した学習

ログのより詳細な分析やそのフィードバック手法等につい

て更に検討を行なっていく予定である． 
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